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参
議
院
議
員 

違
え
ど
も
、
幼
い
時
の
玩
具
を
見
る
よ
う
で
眼
が
し
ば
つ
い
た
。 

浜
町
一
帯
は
江
戸
期
、
細
川
藩
や
牧
野
藩
が
大
川
（
隅
田
川
）
の
河

畔
ま
で
を
武
家
屋
敷
地
と
し
て
い
た
。
由
緒
の
人
物
と
い
え
ば
平
賀
源

内
と
ね
ず
み
小
僧
次
郎
吉
で
あ
ろ
う
か
。
下
っ
て
は
三
木
の
り
平
や
勝

新
太
郎
、
朝
丘
雪
路
が
挙
が
る
。
彼
ら
は
明
治
座
の
舞
台
を
も
賑
わ
し

た
。
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
「
浜
町
標
本
」
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
さ
し
ず

め
「
浜
町
俳
優
」
で
あ
る
。 

「

浜

町

標

本

」 

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と
な
り
、
時
の
経
つ
の
が
早
い
と
感

じ
ら
れ
る
時
季
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
年
末
に
向
け
て
人
々
が

忙
し
く
活
動
し
て
い
る
姿
を
頻
繁
に
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

例
年
の
ご
と
く
、
今
年
を
振
り
返
っ
て
み
な
す
と
、
五
月
一
日
に
は

平
成
か
ら
令
和
へ
と
改
元
さ
れ
、
令
和
天
皇
が
即
位
さ
れ
、
新
た
な
年

が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
十
月
に
は
各
国
要
人
を
お
呼
び
し
て
即

位
を
宣
言
さ
れ
た
式
典
が
催
さ
れ
祝
賀
ム
ー
ド
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
一
方
で
は
天
災
に
よ
る
被
害
が
今
年
も
発
生
し
、
台
風
１
５
号
、

１
９
号
の
襲
来
に
よ
り
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、

記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
他
に

は
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
の
多
発
、
韓
国
の
徴
用
工
判
決

に
端
を
発
し
た
日
韓
関
係
の
悪
化
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
十
月
よ

り
消
費
税
が
１
０
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
き
な
混
乱
も
な

く
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
他
方
で
は

う
れ
し
い
こ
と
に
、
今
年
夏
の
参
議
院
選
挙
で
日
本
薬
剤
師
連
盟
か
ら

の
推
薦
で
立
候
補
さ
れ
た
本
田
あ
き
こ
氏
が
見
事
当
選
さ
れ
、
参
議
院

で
は
薬
剤
師
議
員
が
私
と
二
人
に
な
り
ま
し
た
。
と
も
に
協
力
し
、
よ

り
良
い
社
会
保
障
体
制
構
築
に
邁
進
し
ま
す
。
更
に
今
年
も
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
吉
野
彰
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
化
学
賞
受
賞
の
吉
野
氏
は
リ
チ

ウ
ム
電
池
を
開
発
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
情
報
化
社
会
を
支
え
、

地
球
温
暖
化
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
成
果
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
私

た
ち
の
生
活
に
革
命
を
も
た
ら
し
、
人
類
に
偉
大
な
貢
献
を
し
た
と
た

た
え
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
４
年
に
一
度
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ラ
グ
ビ
ー
が
初
め
て
日
本

で
開
催
さ
れ
、
史
上
初
と
な
る
ベ
ス
ト
エ
イ
ト
ま
で
勝
ち
進
み
大
き
な

盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
が
開
催
さ
れ
更
な
る
盛
り
上
が
り
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
日
本
選
手
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
て
お

り
ま
す
。 

こ
の
一
年
多
く
の
皆
様
か
ら
心
温
ま
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
医

療
・
福
祉
・
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
の
充
実
や
、
科
学
技
術
の
推

進
、
医
薬
品
・
医
療
機
器
等
の
関
連
作
業
の
発
展
や
、
麻
薬
・
覚
せ
い

剤
な
ど
の
薬
物
対
策
に
つ
い
て
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
来

年
も
今
年
同
様
変
わ
ら
ず
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 も

う
師
走
、
早
い
も
の
で
す
。 

日
本
橋
浜
町
二
丁
目
３
５
番
に
「
も
と
ゆ
き
か
わ
ら
版
」
の
発
行
所
が
あ
る
。

そ
の
近
く
３
７
番
地
で
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
化
石
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
は
マ
イ
ナ

ー
な
話
か
も
し
れ
な
い
。 

こ
の
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
は
、
地
質
学
会
の
学
術
用
語
と
し
て
発
掘
さ
れ
た
場
所
か

ら
「
浜
町
標
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
日
本
橋
浜
町
二
丁
目
３
７
番
、
も
と
ゆ
き

会
と
２
番
違
い
の
近
似
な
の
に
は
驚
い
た
。
久
松
警
察
署
の
前
、
金
座
通
り
を
隅

田
川
方
向
へ
行
く
と
す
ぐ
に
大
き
な
一
方
通
行
に
出
る
。
そ
の
交
差
点
の
直
下
を

都
営
新
宿
線
が
掠
め
て
走
っ
て
い
る
。
江
戸
の
頃
、
久
松
警
察
署
の
対
面
あ
た
り

に
「
金
座
」
が
置
か
れ
貨
幣
が
鋳
造
さ
れ
た
と
語
り
継
が
れ
て
き
た
が
論
拠
に
乏

し
い
。
よ
っ
ぽ
ど
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
化
石
の
方
が
確
た
る
モ
ノ
で
あ
ろ
う
。 

浜
町
と
次
の
馬
喰
町
の
駅
間
は
３
５
０
メ
ー
ト
ル
で
手
が
届
き
そ
う
な
距
離

だ
。
最
短
ク
ラ
ス
な
の
は
地
元
の
強
い
要
望
で
開
設
さ
れ
た
駅
だ
か
ら
だ
。
ナ
ウ

マ
ン
ゾ
ウ
の
発
掘
場
所
は
浜
町
駅
ホ
ー
ム
の
北
詰
地
点
と
い
う
。
以
前
か
ら
浜
町

駅
の
ホ
ー
ム
が
思
い
の
ほ
か
長
い
の
を
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
が
合
点
が
い
っ

た
。
階
段
裏
手
、
暗
く
薄
っ
す
ら
な
空
洞
が
そ
れ
ら
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
て
い
る

。
一
方
深
さ
は
２
２
ｍ
ら
し
い
。
隅
田
川
や
都
営
浅
草
線
の
下
を
走
る
か
ら
、
そ

こ
そ
こ
深
め
で
あ
る
。
掘
削
作
業
は
昭
和
五
十
一
年
に
行
わ
れ
た
。
化
石
が
現
場

事
務
所
（
貸
室
）
に
運
び
込
ま
れ
た
際
、
当
時
の
勤
務
先
（
鳥
居
薬
品
）
に
呼
び

出
し
が
か
か
っ
た
。
「
大
変
、
見
れ
ば
わ
か
る
か
ら
直
ぐ
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と

養
母
か
ら
の
電
話
。
何
か
に
つ
け
「
大
変
だ
」
と
の
呼
び
出
し
、
懐
か
し
い
限
り

で
あ
る
。 

発
掘
さ
れ
た
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
は
三
体
あ
り
、
現
在
八
王
子
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ

て
い
る
。
地
下
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
、
頭
と
体
と
が
揃
っ
て
発
掘
さ
れ
た

の
は
貴
重
な
こ
と
と
あ
る
。
二
体
は
小
型
だ
が
、
肩
高
が
１
・
９
メ
ー
ト
ル
、
描

か
れ
た
復
元
の
絵
が
添
え
て
あ
る
。
す
っ
き
り
し
た
素
描
だ
。 

そ
の
後
の
鑑
定
や
判
定
、
ま
た
そ
の
行
く
末
は
記
憶
の
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い

た
。
た
だ
先
日
、
中
央
区
議
会
の
か
み
や
俊
宏
議
員
の
視
察
に
同
行
す
る
機
会
が

あ
り
「
浜
町
標
本
」
に
半
世
紀
ぶ
り
に
再
会
、
実
は
大
変
貴
重
な
も
の
だ
と
知
っ

た
。
実
際
に
目
の
前
に
す
る
と
一
挙
に
万
の
単
位
で
時
間
が
遡
る
。
単
位
こ
そ 
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令和元年 8月 1日（木） 
第１９９回臨時国会が召集されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和元年 8月 5日（月） 
１０時より各委員会が開催されました。 

  １１時５０分より本会議。 
 
 
 
 
令和元年 8月 27日（火） 

8 月も最終週を迎え、自民党各部会が頻繁
に開催されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和元年９月 5日（木）. 
政策集団「宏池会」の恒例の研修会に参加し
ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和元年９月 28日（日） 
第 23 回政令指定都市薬剤師会千葉大会に
出席しました。 
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藤井もとゆき国会日記 その１ 

１０時１５分より本会議が開かれ、議長、副議長の
選挙の結果、議長に山東明子氏、副議長に小川敏夫
氏が選任されました。その後、常任委員の選任およ
び常任委員長の議長による指名があり、また特別委
員会の設置が承認され休憩に入りました。 

休憩後、１３時より再開され、会期を８月５日まで
の５日間と決まりました。１５時より新天皇陛下を
お迎えし令和となって初めての開会式が行われま
した。 

厚生労働委員会、沖縄・北方問題に関する特別委員
会、決算委員会の各委員会が開かれ、会期末処理が
行われました。 

続いて１１時５０分より本会議が開かれ、今回の第
１９９回臨時国会は閉会となりました。 

令和 2 年度予算概算要求と税制改正要望が中心テ
ーマとなっており、厚労省医薬関係概算要求額は優
先課題推進枠を含め 110億円余、「薬剤師・薬局の
機能強化、医薬品等の提供体制の確保」には 4億円
強の要求となっています。予定される薬機法改正に
対応する「認定薬局等の整備促進」のほか、「薬剤師
の需給動向の把握」「災害時の薬剤師の対応体制の
整備」等の事項が並びます。要求額は大きくはあり
ませんが、すべて重要な案件です。 

宏池会の恒例の研修会が山梨で開催されました。 
まずは、ロボットがロボットを作る「ファナック
（株）」本社・工場見学。緑に囲まれた広い敷地、そ
こに R&D と生産ラインが配置され、人の少ない生
産現場が広がります。国内生産にこだわる企業理念
等々、山口賢治社長のお話を含め感銘を受けました。
講演は（株）アストロスケール CEO 岡田光信氏の
「スペースデブリ除去ビジネスと起業家精神」。起業
家精神とは ①あるべき姿を明確にする。②言い訳
せず、考え、実行する。の 2点だそうです。起業家
以外の人についても当てはまるのでは、とも感じま
した。 

政令指定都市薬剤師会会員の情報や意見交換を行
う機会となっており、今回の千葉県は、台風被害か
らの復旧がまだ続く中、主催された千葉市の薬剤師
会会員の方々は本当にご苦労されたものと思い、改
めて感謝申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年１０月 4日（金） 
第２００回臨時国会が召集されました。 

 
 
 
 
 
 
令和元年１０月 13日（日） 

第 52 回日本薬剤師会学術大会が山口県下
関市で開催されました。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

令和元年１０月 22日（火） 
天皇陛下即位礼正殿の儀に参列しました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年１１月 6日（水） 
「藤井もとゆき君と語る会」を開催させて
いただきました 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年１１月 21日（木） 
厚生労働委員会で薬機法改正法案について
質問に立ちました。 
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藤井もとゆき国会日記 その２ 

１０時より本会議、座席の指定、常任委員長の選任、
特別委員会の設置の採決が行われ、その後休憩に入
りました。１３時より天皇陛下をお迎えし開会式が
行われました。１５時より本会議が再開され、今臨
時国会の会期を１２月９日までの６７日間とし、そ
の後、安倍総理大臣による所信表明演説が行われま
した。 

 

今年も多くのご支援を頂いている皆様に来会いた
だき、本当にありがとうございました。会場はかつ
て使用し、参加者の皆さんから好評を博していた
「東京會舘」。改装となり、ちょっとモダンになり
ました。松本衆議院議員、渡嘉敷衆議院議員、本田
参議院議員と自民党薬剤師議員のそろい踏み。司会
は本田議員にお願いし、来賓代表の挨拶は岸田自民
党政調会長にお願いしました。ご来場の皆さまのお
声、来賓の皆さまの励ましの言葉を胸に、改めて議
員活動への一層の注力をお約束いたします。 

日本薬剤師会学術大会は、記録的な大型台風が接近
し、飛行機、ＪＲ新幹線等が運休するなか、全国か
ら約 9 千人の薬剤師が下関に結集しました。小生
もなんとか前日に下関までたどり着きました。本会
のメインテーマを「原点」、サブテーマを「思い出
せ、火を灯せ」としたのは、今年が主催者の山口県
薬誕生 130周年とも関係してのことでしょう。開
会式直後の特別講演は地元宇部出身のノーベル賞
受賞者・本庶祐先生の「獲得免疫の驚くべき幸運」
受賞後地元での初講演だそうです。関係者のお力添
えに感謝します。 

天皇陛下が即位を国内外に宣言される「即位礼正殿
の儀」が皇居・宮殿「松の間」で行われました。13
時 5分から始まった式典は 13時 35分まで。 
その時刻に合わせ、まるで式典を祝うかのように朝
からの雨は上がり、明るい日差しが差してきまし
た。天皇陛下のお言葉「国民の幸せと世界平和を願
う」と共に、令和の時代は自然環境もかくありたい
ものです。安倍総理大臣の祝辞「寿詞」の最後、万
歳三唱に合わせ小生も唱和に加わりましたが、同時
にあげられた「祝砲」の音は聞き取れませんでした。
緊張していたためでしょうか。議員の一員として晴
れの式典に加わらせていただきましたこと、誠に光
栄に存じました。ありがとうございました。 

１４時より薬機法改正法案について質問に立ちま
した。医薬品医療機器の審査制度、ネット販売の規
制について、研究開発先駆け審査制度の法制化、Ｐ
ＭＤＡ（医薬品医療機器総合機構）の状況、新薬の
海外展開特にアジア地区の展開について、薬剤師の
資質向上、機能性薬局、薬剤師の需給状況について、
麻薬取締官の権限などについて質問を行いました。 
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藤井基之国会事務所 
 
〒100-8962  
東京都千代田区永田町 2-1-1 
   参議院議員会館 1218号室 

 ０３－６５５０－１２１８ 
Fax ０３－３５９７－９３９３ 

藤井基之浜町事務所 
 
〒103-0007  
東京都中央区日本橋浜町 2-35-7 
         島鶴ビル 601 号 

 ０３－３６６０－４３０２ 
Fax ０３－３６６０－４３２８ 
 

もとゆき会とは、藤井基之先生の政治家としての大成を期するため活動している
政治資金規正法に基づく政治団体です。藤井基之先生の政治理念や人柄などに共鳴
した人々の「藤井もとゆきファンクラブ」のようなものです。「藤井もとゆき勝手連」
とも通称しています。会員になりたい方、関心のある方は、下記の藤井基之事務所
にお問い合わせください。 
入会金や会費はありませんが、個々の事業や活動の実施に必要な場合は、その都度、

費用を会員や参加者から徴収させていただきます。 
もとゆき会の活動をご理解いただくために、ホームページを開設いたしております

ので、右記アドレスにアクセスしてみて下さい。 

 

もとゆき会入会の案内 

 

もとゆき会 HP： 

http: //www.fujii.tv/ 

師走を迎え振り返ると今年も平凡な毎日だった。ただ、一風変わった行動

もとった。東京と生まれ故郷の広島間を一般道でひたすら走り、また時に迂

回して、往復 2000 キロ、６泊７日のマイカー一人旅。春間近の２月下旬、

時間とルートに制約のない（が、小遣いと体力は細った）この年頃になって

のささやかな挑戦である。 

ルートは基本的には東海道、山陽道だが、甲州街道、山陰道など遠回りも

して、なるべく多くの風景や人に接した。記憶を手繰ると、まずは甲州街道

２０号線の諏訪を南下し、約８０キロの飯田線、水窪（みさくぼ）駅。私の心

の聖地である。サラリーマン当時、出張で飯田線を利用したことがあった。

仕事のストレスで落ち込んでいたその時、トンネルから突然視界が開け、ほ

どなく着いたのがこの駅。車窓からの眺めに、モヤモヤがほどけていった。

険しい山腹の駅舎とそのはるか眼下の水窪川。川の向こうには昭和初期の田

園風景が広がる。今回も最初の立ち寄りにこの地を選び、人生のアカを洗い

遥か広島までの安全を祈った。 

その後、豊橋経由で東海道に入り、京都で吉本新喜劇。本場は、「なんば花

月」だがここ「祇園花月」もかわらず人気。東京では時にテレビ観劇も、やは

りナマには適わない。そして福知山泊を経て、鳥取から日本海沿い山陰道９

号線に入る。大学同窓の故郷、倉吉と米子では駅周辺を巡り彼らの若き日を

思った。そのまま、西進し、やがて島根県は出雲。出雲大社は明日にして、今

夜は一人酒。意を鼓して繁華街の小体な居酒屋に入った。カウンター中ほど

の 1 席が空いていたので、おずおず腰を下ろす。右にトラック運転手さんが

二人。全国を駆け回って近くに来ると決まってこの店で日本海の魚を味わう

と言う。飲んでいた熱燗を無骨な手で勧めてくれた。私の左手には、上品な

母と息子さん。何でも島根大医学部の受験にささやかな激励会の由。親孝行

で賢そうな息子さんだった。今頃は白衣で実験、実習の毎日だろう。翌朝の

大社参拝を経て、一路広島へ。墓参りの後、郊外の小さなホテルに。主人の勧

めで近くのバーに入った。カウンター越しの若い店主は大阪の一流ホテルか

らの U ターン組。ワインをつまみに彼との会話を楽しんだ。 

翌日、開幕初戦の J リーグサンフレッチェ広島の試合を観戦してようやく

帰途に。計算すると一般道を一日３００キロ。時速 30 キロとして約 10 時

間。時に駅前駐車場泊も。さすがに疲れ果てたが、また、来年も同じ苦行に出

かけるつもりでいる。 

 

 

もとゆき会会長 中通慎二 

東海道、山陽道の早春ドライブ 

日時：令和元年１１月 6日(水) 

    １８：3０～２０：00 

場所：東京會舘 ＳＡＫＵＲＡ 

令和元年１１月 6日 新装なった

東京會舘 ＳＡＫＵＲＡの間にて

「藤井もとゆき君と語る会」が開

催されました。 

全国各地より多くの支援者の方々

のご参加を頂き、参議院議員本田

あき子様の司会により、日本薬剤

師連盟会長山本信夫様の開会ご挨

拶に続き、各界来賓の方々より励

ましのお言葉をいただきました。

その後、乾杯のご発声を衆議院議

員とかしきなおみ様より頂き懇談

に移りました。 

皆様のご支援を糧に、今後とも一

層精進して参りますことをお誓い

申し上げます。 

 

「藤井もとゆき君と 

語 る 会」 開 催 ！！     
 


